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『
あ
る
女
』
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
小
室
廉
太
序
ア
ニ
ー
・
エ
ル
ノ
ー
（A
n
n
ie
E
R
N
A
U
X
,
1940-
）
は
自
伝
的
小
説
か
ら
出
発
し
、
今
日
で
は
無
名
の
人
々
に
視
点
を
当
て
、
そ
の
姿
を
描
く
作
風
を
確
立
し
た
作
家
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、『
人
生
を
記
す
』
と
い
う
表
題
の
下
、
ガ
リ
マ
ー
ル
社
の
軽
装
版
全
集Q
uarto
に
そ
の
作
品
の
大
半
が
収
め
ら
れ
た
（
１
）
。
こ
れ
は
存
命
の
作
家
で
は
稀
な
こ
と
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
の
評
価
の
高
さ
が
窺
い
知
れ
る
。
二
〇
一
四
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
で
あ
る
モ
デ
ィ
ア
ノ
（P
atrick
M
O
D
IA
N
O
,
1945-
）
で
さ
え
、Q
uatro
全
集
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
エ
ル
ノ
ー
が
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
『
あ
る
女
』（U
n
e
F
em
m
e
）
を
と
り
あ
げ
、
ま
ず
物
語
を
素
描
し
つ
つ
、
そ
の
構
成
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
作
中
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
と
、
そ
れ
が
作
品
に
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。
最
後
に
こ
の
作
品
の
社
会
学
的
な
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
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第
一
章
『
あ
る
女
』
の
構
成
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
文
学
作
品
『
あ
る
女
』
に
先
立
つ
一
九
八
四
年
、
エ
ル
ノ
ー
は
父
の
死
を
契
機
と
し
、
そ
の
生
涯
を
描
い
た
『
場
所
』（L
a
P
lace
）
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
年
の
ル
ノ
ー
ド
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
本
作
に
お
い
て
、
作
者
は
そ
れ
ま
で
の
作
品
に
示
さ
れ
て
い
た
「
小
説
」
と
い
う
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
を
は
ず
し
、
さ
ら
に
は
登
場
人
物
に
架
空
の
名
前
を
与
え
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
（
２
）
。
こ
の
作
品
以
降
、
作
者
と
語
り
手
の
「
私
」
と
の
相
違
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
内
容
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
『
あ
る
女
』
も
語
ら
れ
る
内
容
に
お
け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
排
し
た
作
品
で
あ
る
（
３
）
。
構
成
に
お
い
て
も
、『
場
所
』
同
様
、
単
な
る
編
年
体
の
文
章
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
作
者
は
意
図
的
に
物
語
に
「
書
き
つ
つ
あ
る
作
者
」
を
挿
入
し
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
は
、
養
老
院
に
入
所
し
て
い
た
作
者
自
身
の
母
の
死
を
契
機
と
し
て
、
一
介
の
庶
民
と
し
て
「
歴
史
が
な
か
っ
た
」
母
に
つ
い
て
の
、
物
語
を
記
す
こ
と
を
決
断
す
る
。
母
が
死
ん
だ
。
四
月
七
日
の
月
曜
日
、
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
の
病
院
付
属
の
養
老
院
で
だ
っ
た
。
そ
こ
に
二
年
前
に
私
が
彼
女
を
預
け
た
の
だ
。
看
護
師
が
電
話
で
言
っ
た
、「
お
母
様
が
今
朝
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
朝
食
の
後
で
し
た
」
時
刻
は
ほ
ぼ
一
〇
時
だ
っ
た
（
４
）
。
こ
の
冒
頭
部
分
は
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』（L
’É
tran
ger
）
の
冒
頭
、「
今
日
、
マ
マ
ン
が
亡
く
な
っ
た
。」
と
い
174
う
書
き
出
し
を
想
起
さ
せ
る
（
５
）
。
多
少
な
り
と
も
文
学
に
興
味
の
あ
る
者
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
の
書
き
出
し
を
、
現
代
文
学
の
教
授
資
格
を
持
つ
エ
ル
ノ
ー
が
あ
え
て
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
『
異
邦
人
』
を
本
歌
取
り
す
る
こ
と
で
、
本
作
を
単
な
る
物
語
以
上
の
も
の
、「
文
学
」
へ
と
至
ら
せ
よ
う
と
い
う
、
作
者
の
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
母
の
死
が
述
べ
ら
れ
た
後
で
、
作
者
が
生
ま
れ
る
前
の
そ
の
姿
が
、
母
自
身
の
話
や
写
真
な
ど
か
ら
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
作
者
が
生
ま
れ
た
後
の
母
と
の
思
い
出
、
さ
ら
に
老
い
て
ゆ
く
、
と
り
わ
け
痴
呆
症
に
な
っ
て
ゆ
く
過
程
が
綴
ら
れ
、
最
後
に
再
び
母
の
死
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
伝
記
で
も
、
勿
論
小
説
で
も
な
い
」、「
文
学
と
社
会
学
と
歴
史
の
間
に
位
置
す
る
何
か
」
は
終
わ
る
（
６
）
。
母
の
姿
を
語
る
文
中
に
、
語
り
手

作
者
が
こ
の
作
品
を
書
い
て
い
る
状
況
や
そ
の
時
々
の
感
情
が
挿
入
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
あ
る
場
合
で
は
母
の
物
語
を
区
切
る
か
の
よ
う
に
、
ま
た
他
方
で
は
こ
の
物
語
の
解
釈
方
法
を
読
者
に
示
し
て
い
る
。
物
語
の
流
れ
に
従
っ
て
順
に
み
て
み
よ
う
。
丸
数
字
で
記
さ
れ
た
部
分
は
母
の
過
去
に
つ
い
て
の
記
述
、「
・
」で
示
さ
れ
た
部
分
が
現
在
形
で
記
さ
れ
た
、
記
述
時
の
感
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
①
母
の
死
と
葬
儀
・
生
前
の
姿
を
記
す
決
意
（
一
九
八
六
年
四
月
七
日
〜
四
月
二
〇
日
）
②
母
の
出
生
前
後
か
ら
語
り
手
の
「
私
」
を
妊
娠
す
る
ま
で
（
一
九
〇
三
年
〜
一
九
四
〇
年
五
月
）
・
書
く
行
為

「
母
を
こ
の
世
に
生
み
出
す
こ
と
」（
一
九
八
六
年
六
月
初
旬
）
③
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
だ
、
母
の
四
〇
〜
五
〇
歳
代
に
か
け
て
の
姿
（
一
九
四
〇
年
〜
一
九
五
〇
年
代
）
・
母
の
言
動
を
個
人
的
特
徴
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
を
彼
女
の
人
生
の
軌
跡
と
社
会
的
境
遇
と
に
関
連
づ
け
、
よ
り
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
と
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
意
図
（
日
付
不
明
）
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④一
九
五
〇
年
代
の
「
店
の
主
」、「
子
供
の
親
」
と
し
て
の
母
の
姿
。
思
春
期
の
「
私
」
と
の
対
立
・「
私
」
が
一
六
歳
頃
に
頂
点
に
達
し
た
、
母
と
の
対
立
を
書
こ
う
と
い
う
意
思
（
日
付
不
明
）
⑤
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
思
春
期
に
お
け
る
母
へ
の
幻
滅
。
母
の
倫
理
観
、
社
会
観
へ
の
反
発
。「
私
」
の
大
学
進
学
に
よ
る
、
知
的
、
階
級
的
隔
た
り
の
発
生
・
母
の
思
い
出
に
つ
い
て
書
く
こ
と

母
と
の
時
間
を
追
体
験
し
、
共
に
生
き
て
い
る
と
い
う
感
覚
。
こ
の
本
を
書
き
終
え
る
こ
と
は
、「
母
の
死
」
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
予
感
（
日
付
不
明
）
⑥
「
私
」
の
結
婚
を
機
に
生
じ
た
、
空
間
的
、
階
級
的
な
隔
た
り
。
娘
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
に
嫁
い
だ
こ
と
に
よ
る
母
の
誇
り
と
劣
等
感
。
一
九
六
七
年
の
、
父
の
死
を
契
機
と
し
た
店
の
閉
店
、
母
と
の
同
居
（
一
九
七
〇
年
）。
七
〇
年
代
半
ば
の
母
の
一
人
暮
ら
し
。
一
九
七
九
年
、
母
の
交
通
事
故
に
よ
る
足
の
骨
折
と
一
週
間
に
わ
た
る
意
識
不
明
。
呆
け
の
発
症
。
一
九
八
三
年
、
母
と
「
私
」
の
同
居
・
母
に
お
け
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
進
行
、「
彼
女
は
正
気
で
は
な
く
な
っ
た
」。
文
章
に
よ
っ
て
、
痴
呆
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
母
と
、
か
つ
て
の
明
敏
な
母
を
つ
な
ご
う
と
い
う
意
思
⑦
母
の
痴
呆
の
進
行
。
老
人
病
棟
へ
の
入
院
、
そ
し
て
養
老
院
へ
の
転
院
。
骨
折
と
肉
体
的
な
衰
弱
、
車
い
す
で
の
生
活
、
そ
し
て
突
然
の
死
。（
一
九
八
四
年
〜
一
九
八
六
年
四
月
）
・
執
筆
し
て
い
た
一
〇
か
月
の
思
い
出
。「
私
」
は
毎
晩
母
の
夢
を
見
て
い
た
。「
今
で
は
す
べ
て
が
結
び
つ
い
た
」

母
の
死
の
認
識
、
喪
の
作
業
の
完
了
こ
の
よ
う
に
、
七
度
に
わ
た
っ
て
「
書
き
つ
つ
あ
る
私
」

作
者
が
作
品
中
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
語
り
の
構
成
は
、
内
容
に
お
176
け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
排
除
し
つ
つ
も
、
単
な
る
記
録
で
は
な
い
、
い
か
に
物
語
る
か
を
目
指
す
行
為
と
な
る
。
自
己
言
及
的
な
挿
入
文
の
一
つ
は
、
そ
の
意
味
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
物
語
る
順
序
や
、
ど
ん
な
単
語
を
選
び
、
ど
う
配
置
す
る
か
を
考
え
、
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
理
想
的
な
順
番
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
み
が
母
に
関
す
る
真
実
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
か
の
よ
う
に
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
の
真
実
が
何
に
依
拠
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
書
い
て
い
る
最
中
は
、
そ
の
順
序
を
発
見
す
る
こ
と
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
な
い
の
だ
（
７
）
。
こ
の
よ
う
に
、『
あ
る
女
』
は
架
空
の
事
柄
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
か
ら
は
遠
ざ
か
り
つ
つ
も
、
単
な
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
も
な
け
れ
ば
、
エ
ッ
セ
イ
で
も
な
い
、
語
り
方
に
配
慮
し
た
文
学
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。『
場
所
』
以
降
の
エ
ル
ノ
ー
の
作
品
を
通
し
て
見
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
構
成
へ
の
意
識
で
あ
り
、
セ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
（Serge
D
O
U
B
R
O
V
SK
Y
,
1928-
）
の
述
べ
る
自
伝
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（A
utofiction
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
（
８
）
。
第
二
章
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
こ
の
章
で
は
語
り
手
の
母
の
生
涯
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
考
察
す
る
。
「
あ
る
女
」
で
あ
る
「
母
」
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
大
地
主
た
ち
の
支
配
下
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
小
都
市
、
イ
ヴ
ト
ー
に
、
農
場
の
馬
方
だ
っ
た
父
と
、
機
織
り
内
職
を
し
て
い
た
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
（
９
）
。
言
う
な
れ
ば
彼
女
は
被
支
配
階
級
の
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
語
り
手
に
従
え
ば
、「
彼
女
は
読
み
書
き
が
で
き
、
初
等
教
育
修
了
証
を
郡
で
ト
ッ
プ
の
成
績
で
取
得
し
た
の
だ
か
ら
、
事
情
が
『ある女』におけるキリスト教の影響
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許
せ
ば
小
学
校
教
員
に
な
る
こ
と
も
で
き
た
」
は
ず
だ
っ
た
（
１０
）
。
し
か
し
、
両
親
は
彼
女
を
村
か
ら
出
す
こ
と
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
教
員
に
な
っ
て
「
村
か
ら
出
る
」
こ
と
は
家
族
と
別
れ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
被
支
配
階
級
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
当
時
、
被
支
配
的
階
級
か
ら
支
配
階
級
へ
と
移
行
し
よ
う
と
す
る
手
段
は
教
育
へ
と
結
び
つ
い
て
い
た
。「
あ
る
女
」
は
そ
の
手
段
を
拒
否
さ
れ
、
公
立
小
学
校
に
通
い
、
季
節
ご
と
の
家
事
の
手
伝
い
に
よ
っ
て
出
席
さ
え
覚
束
な
い
状
態
で
、
一
二
歳
半
に
は
学
校
に
通
う
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
に
反
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
の
信
仰
は
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
（
…
…
）
ミ
サ
に
欠
席
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ミ
サ
に
行
け
ば
、
た
と
え
教
会
の
末
席
に
い
て
も
、
豊
か
さ
と
美
と
精
神
性
（
刺
繍
の
施
さ
れ
た
司
祭
服
、
金
の
聖
杯
、
賛
歌
）
に
触
れ
、「
犬
の
よ
う
な
生
活
」
は
し
て
い
な
い
と
い
う
気
に
な
れ
る
の
だ
っ
た
。
母
は
早
く
か
ら
宗
教
へ
の
性
向
を
示
し
て
い
た
（
１１
）
。
勉
学
を
止
め
た
彼
女
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
工
場
に
就
職
し
、
そ
の
後
一
九
二
〇
年
代
の
工
業
化
に
よ
っ
て
大
き
な
製
鋼
工
場
が
で
き
る
と
、
他
の
兄
弟
た
ち
と
と
も
に
そ
こ
へ
転
職
す
る
。
こ
う
し
て
彼
女
は
地
方
の
農
奴
か
ら
都
市
の
女
工
へ
と
労
働
形
態
を
変
え
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
社
会
的
地
位
は
相
変
わ
ら
ず
低
く
、
そ
の
こ
と
を
彼
女
は
自
覚
す
る
（
１２
）
。
貧
し
い
家
庭
で
、
充
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
に
育
っ
た
者
た
ち
は
、
み
な
同
様
の
状
況
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
将
来
も
殆
ど
決
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
者
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
溺
れ
、
早
世
し
て
い
た
。
彼
女
の
兄
弟
も
過
酷
な
労
働
環
境
の
中
で
、
一
番
下
の
妹
を
除
い
て
、
六
人
中
四
人
が
煙
草
や
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
若
く
し
て
亡
く
な
る
（
１３
）
。
彼
女
を
救
っ
た
の
は
、
そ
の
自
尊
心
と
信
仰
心
だ
っ
た
。
「
女
工
だ
け
ど
真
面
目
だ
」
と
い
う
評
価
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
ミ
サ
に
参
加
し
、
告
解
を
し
、
聖
体
を
拝
受
178
し
、
孤
児
院
の
修
道
女
た
ち
の
と
こ
ろ
で
自
分
の
嫁
入
り
衣
装
に
刺
繍
を
施
し
、
決
し
て
若
い
男
と
森
に
行
く
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
（
１４
）
。
信
仰
を
守
り
、
堅
実
な
生
活
を
志
す
彼
女
は
、
同
じ
製
鋼
工
場
で
働
く
、
七
歳
年
上
の
男
性
と
一
九
二
八
年
に
結
婚
す
る
。
当
時
、
結
婚
は
一
人
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
人
生
を
決
定
づ
け
る
も
の
だ
っ
た
。
彼
女
が
選
ん
だ
の
は
、
馬
方
の
父
と
機
織
り
工
の
母
を
持
ち
、
一
一
歳
で
学
校
に
通
う
こ
と
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
、
自
分
と
同
様
の
被
支
配
階
級
出
身
の
者
だ
っ
た
。
彼
も
ま
た
農
家
の
下
男
と
し
て
働
き
、
こ
の
工
場
へ
と
や
っ
て
き
て
い
た
。
酒
を
飲
ま
な
い
、
性
格
は
穏
や
か
で
陽
気
、
家
庭
を
持
つ
た
め
に
給
料
を
蓄
え
て
い
た
真
面
目
な
男
性
だ
っ
た
。
彼
女
の
選
択
に
は
、
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た
堅
実
な
生
活
へ
の
渇
望
が
み
て
と
れ
る
。
彼
女
た
ち
は
一
九
三
一
年
、
イ
ヴ
ト
ー
か
ら
二
五
キ
ロ
離
れ
た
労
働
者
階
級
の
町
、
リ
ル
ボ
ン
ヌ
の
ラ
・
ヴ
ァ
レ
地
区
に
酒
屋
兼
食
料
品
店
を
月
賦
で
買
い
、
工
場
で
働
く
、
以
前
の
自
分
た
ち
同
様
の
貧
し
い
労
働
者
た
ち
を
相
手
に
し
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
商
売
上
の
手
腕
を
身
に
つ
け
、
人
に
会
う
こ
と
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
言
葉
遣
い
や
身
だ
し
な
み
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
頃
、
第
一
子
の
娘
も
生
ま
れ
る
が
、
一
九
三
八
年
、
ジ
フ
テ
リ
ア
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
、
彼
女
（
註

最
初
の
娘
）
は
ジ
フ
テ
リ
ア
で
亡
く
な
っ
た
。
復
活
祭
の
三
日
前
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
子
供
を
幸
せ
に
し
て
や
れ
る
よ
う
に
一
人
だ
け
と
考
え
て
い
た
。
悲
し
み
を
内
に
宿
し
、
外
に
現
れ
る
の
は
憂
鬱
な
沈
黙
と
、「
天
国
に
い
る
聖
女
さ
ま
」
へ
の
祈
り
と
信
仰
だ
け
だ
っ
た
。
新
た
な
生
命
の
到
来
。
一
九
四
〇
年
初
頭
、
彼
女
は
別
の
子
供
を
身
ご
も
っ
た
。
私
が
九
月
に
生
ま
れ
る
の
だ
っ
た
（
１５
）
。
『ある女』におけるキリスト教の影響
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こ
こ
に
記
さ
れ
る
、
最
初
の
子
供
の
死
去
と
、
新
た
な
子
供
の
誕
生
の
間
に
は
、
神
へ
の
祈
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
子
供
を
失
っ
た
悲
し
み
と
、
そ
し
て
新
た
な
子
供
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
信
仰
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
最
初
の
子
供
が
そ
の
ま
ま
育
っ
て
い
れ
ば
、
必
然
的
に
作
者
で
あ
る
「
私
」
は
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
あ
る
女
」
の
物
語
も
世
に
出
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
語
り
手
は
述
べ
て
い
る
、
今
、
私
は
母
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
度
は
私
が
母
を
こ
の
世
に
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
（
１６
）
。
あ
る
人
物
の
生
涯
に
つ
い
て
記
す
、
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
存
在
を
「
歴
史

物
語
」（histoire
）
の
中
に
刻
み
、
記
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
作
者
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
『
あ
る
女
』
が
書
物
に
な
っ
た
こ
と
は
、
熱
心
な
信
仰
の
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
信
仰
は
、
母
の
倫
理
観
や
そ
の
行
動
に
も
表
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
、
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ラ
・
ヴ
ァ
レ
地
区
で
は
、
彼
女
の
営
む
店
の
前
に
は
、
食
料
を
求
め
る
人
々
が
集
っ
て
い
た
。
彼
女
は
全
て
の
人
に
、
と
り
わ
け
子
供
の
多
い
家
庭
に
は
、
食
料
不
足
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
心
が
け
た
。「
親
切
で
あ
り
た
い
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
望
み
と
誇
り
」
が
、
彼
女
が
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と
、
店
の
営
業
を
続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
１７
）
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
本
作
で
は
「
母
の
物
語
」
に
「
書
き
つ
つ
あ
る
私
の
状
況
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
大
戦
中
の
「
母
」
に
つ
い
て
、
初
め
て
「
私
」
の
記
憶
も
加
わ
っ
て
く
る
（
１８
）
。
こ
こ
か
ら
、
物
語
の
展
開
が
「
私
」
と
「
母
」
と
の
関
係
、「
私
」
か
ら
見
た
「
彼
女
」
の
姿
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、「
母
」
は
「
私
」
に
と
っ
て
の
あ
こ
が
れ
の
対
象
と
な
る
（
１９
）
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
家
は
娘
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
イ
ヴ
ト
ー
に
転
居
し
、
三
か
月
後
に
は
食
料
品
店
を
兼
ね
る
カ
フ
ェ
を
開
店
す
る
。
母
の
キ
リ
ス
ト
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教
に
対
す
る
信
仰
は
相
変
わ
ら
ず
熱
心
な
も
の
で
あ
り
、「
私
」
の
思
い
出
も
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
に
結
び
つ
い
た
も
の
だ
っ
た
。
教
会
で
、
彼
女
は
大
き
な
声
で
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
賛
歌
を
歌
っ
て
い
た
、「
い
つ
か
天
国
で
彼
女
に
会
う
で
し
ょ
う
（
２０
）
」
聖
体
拝
受
の
お
祝
い
の
席
で
、
彼
女
は
酔
っ
て
、
私
の
隣
で
吐
い
て
し
ま
っ
た
（
２１
）
。
「
母
」
は
語
り
手
を
、
公
立
小
学
校
で
は
な
く
、
私
立
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
入
れ
る
。
こ
の
行
為
は
、「
母
」
の
信
仰
に
依
拠
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
か
つ
て
充
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
母
に
お
け
る
信
仰
は
教
養
へ
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
娘
の
幸
せ
の
た
め
、
そ
し
て
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
境
遇
を
脱
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
私
が
例
え
ば
、
丈
夫
な
筆
記
用
石
版
を
友
達
が
持
っ
て
い
る
と
い
え
ば
、
母
は
す
ぐ
に
同
じ
も
の
が
欲
し
く
な
い
か
と
尋
ね
る
の
だ
っ
た
、「
お
前
が
他
の
子
た
ち
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
は
言
わ
れ
た
く
な
い
の
だ
よ
」
彼
女
の
も
っ
と
も
強
い
願
い
は
、
自
分
が
持
て
な
か
っ
た
も
の
す
べ
て
を
私
に
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
２２
）
。
そ
し
て
、
娘
に
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
母
」
は
自
ら
も
教
養
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
信
仰
が
教
育
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
教
養
を
得
る
こ
と
は
信
仰
に
即
し
た
も
の
と
な
る
。
彼
女
は
何
で
も
学
び
た
が
っ
た
。
社
交
上
の
作
法
（
不
作
法
で
な
い
か
と
い
う
恐
れ
、
作
法
に
関
す
る
絶
え
ざ
る
不
安
）、
流
『ある女』におけるキリスト教の影響
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行
り
の
事
柄
、
新
製
品
、
大
作
家
の
名
前
、
新
作
映
画
（
し
か
し
時
間
が
な
く
て
映
画
館
に
は
行
け
な
か
っ
た
）、
庭
に
咲
く
花
の
名
前
な
ど
（
…
…
）
向
上
す
る
こ
と
は
、
彼
女
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
学
ぶ
こ
と
だ
っ
た
（
２３
）
。
彼
女
は
学
び
た
い
と
い
う
欲
求
を
私
を
通
じ
て
追
い
求
め
た
。
夜
、
食
事
の
時
に
、
学
校
の
こ
と
や
、
教
わ
っ
た
こ
と
、
先
生
た
ち
の
こ
と
を
私
に
話
さ
せ
た
（
２４
）
。
一
方
、「
私
」
は
教
育
に
よ
っ
て
、
自
分
の
育
っ
て
き
た
境
遇
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
う
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
同
級
生
と
は
異
な
る
こ
と
を
感
じ
、
思
春
期
を
迎
え
る
頃
に
は
「
母
」
に
対
し
て
の
嫌
悪
感
を
抱
く
よ
う
に
な
る
（
２５
）
。
大
学
に
進
む
頃
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
嫌
悪
感
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
る
が
、「
私
」
と
「
母
」
と
の
階
級
的
な
隔
た
り
は
さ
ら
に
意
識
化
さ
れ
、「
母
」
は
「
私
」
に
「
階
級
の
敵
」
を
、「
私
」
は
母
に
「
恥
」
感
じ
る
よ
う
に
な
る
（
２６
）
。
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
教
育
は
被
支
配
階
級
か
ら
支
配
階
級
へ
と
移
行
す
る
手
段
で
あ
る
。「
母
」
は
「
私
」
の
幸
福
の
た
め
、
自
分
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
託
す
た
め
に
教
育
を
授
け
、
そ
の
結
果
、「
私
」
を
見
事
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
へ
と
至
ら
せ
た
。
そ
の
こ
と
に
「
母
」
は
誇
り
を
持
ち
つ
つ
も
、
し
か
し
、
同
時
に
、
自
分
自
身
の
劣
等
感
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
私
」
が
大
学
生
時
代
か
ら
付
き
合
っ
て
い
た
男
性
と
結
婚
す
る
と
、「
母
」
と
の
関
係
は
空
間
的
に
も
疎
遠
に
な
る
。
だ
が
、
一
九
六
七
年
に
「
私
」
の
父
が
亡
く
な
る
と
、
営
ん
で
い
た
店
を
た
た
み
、
娘
夫
婦
の
元
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
劣
等
意
識
か
ら
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
た
が
、
徐
々
に
生
活
に
慣
れ
、
孫
た
ち
の
世
話
に
生
き
が
い
を
見
出
す
。
彼
女
が
赴
く
場
所
は
教
会
で
あ
る
。
午
後
に
な
る
と
、
小
さ
い
方
の
子
供
を
乳
母
車
に
乗
せ
、
彼
女
は
町
を
散
策
す
る
の
だ
っ
た
。
様
々
な
教
会
へ
行
き
、
遊
園
地
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で
何
時
間
も
す
ご
し
、
旧
市
街
を
ぶ
ら
つ
い
て
、
夜
に
な
る
ま
で
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
（
２７
）
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
パ
リ
近
郊
の
新
興
住
宅
地
に
一
家
が
引
っ
越
す
と
、「
母
」
は
そ
こ
で
の
生
活
に
な
じ
め
な
く
な
り
、
知
り
合
い
の
い
た
イ
ヴ
ト
ー
へ
再
び
戻
る
こ
と
に
な
る
。
新
興
住
宅
地
で
は
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
教
会
に
行
く
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
の
だ
、ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
用
事
、
た
と
え
ば
靴
下
一
足
を
買
う
こ
と
や
、
ミ
サ
や
美
容
室
に
行
く
こ
と
に
、
私
と
私
の
車
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
、
彼
女
の
心
の
重
荷
に
な
っ
た
（
２８
）
。
一
九
七
九
年
末
、「
母
」
は
交
通
事
故
に
遭
い
、
一
週
間
意
識
不
明
に
な
る
。
そ
の
後
、
体
調
は
回
復
し
、
一
人
暮
ら
し
を
再
開
す
る
が
、
徐
々
に
呆
け
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
後
、
一
九
八
三
年
に
は
脱
水
症
状
か
ら
病
院
へ
と
運
ば
れ
る
。「
私
」
は
「
母
」
を
引
き
取
る
が
、
痴
呆
症
は
一
層
激
し
い
も
の
と
な
り
、
一
九
八
四
年
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
と
診
断
さ
れ
、
老
人
病
棟
へ
と
入
院
す
る
。
宗
教
心
は
彼
女
か
ら
消
え
、
ミ
サ
に
行
く
気
も
、
ロ
ザ
リ
オ
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
気
も
全
く
起
こ
ら
な
か
っ
た
（
２９
）
。
人
生
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
信
仰
心
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
「
母
」
は
、
正
気
も
失
う
こ
と
に
な
る
。
病
棟
と
養
老
院
と
を
転
院
し
な
が
ら
、
彼
女
は
生
き
る
気
力
を
な
く
し
（
３０
）
、
身
の
回
り
の
物
を
な
く
し
（
３１
）
、
周
囲
の
人
々
の
記
憶
を
な
く
し
て
ゆ
く
（
３２
）
。
こ
う
し
て
、
彼
女
は
『ある女』におけるキリスト教の影響
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徐
々
に
人
間
性
を
な
く
し
、
一
九
八
五
年
夏
に
は
骨
折
を
し
て
も
手
術
さ
え
し
て
も
ら
え
ず
（
３３
）
、
車
い
す
で
の
生
活
に
な
り
、
翌
年
の
四
月
に
亡
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
母
」
の
人
生
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
発
展
し
、
ま
た
、
そ
の
喪
失
に
よ
っ
て
徐
々
に
終
わ
り
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
彼
女
の
生
涯
を
記
し
た
本
作
が
我
々
読
者
に
残
さ
れ
た
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
教
育
へ
の
意
思
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
第
三
章
「
あ
る
女
」
た
ち
の
記
録
最
後
に
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
な
ぜ
作
者
は
「
私
の
母
」
と
い
っ
た
題
名
で
な
く
、
不
定
冠
詞
の
つ
い
た
、「
あ
る
女
」
と
い
う
題
名
に
し
た
の
か
。
ま
た
、
作
者
の
母
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
氏
名
も
、
明
確
な
生
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
？
ま
ず
、
こ
の
記
録
は
伝
記
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
伝
記
と
は
主
人
公
が
歴
史
的
あ
る
い
は
社
会
的
に
一
定
の
認
知
を
受
け
た
人
物
に
つ
い
て
の
記
録
だ
か
ら
だ
（
３４
）
。「
あ
る
女
」
は
、
実
在
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
読
者
に
は
全
く
未
知
の
人
物
で
し
か
な
い
。
作
品
冒
頭
で
「
私
か
ら
す
れ
ば
、
母
に
は
歴
史
（

物
語
）
が
な
か
っ
た
（
３５
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
女
に
は
自
己
の
こ
と
を
書
き
残
す
術
も
な
け
れ
ば
、
誰
か
に
そ
の
生
涯
を
描
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
著
名
人
で
も
な
く
、
歴
史
上
忘
れ
去
ら
れ
る
運
命
の
、
し
が
な
い
被
支
配
階
級
出
身
の
「
あ
る
女
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
者
は
、
エ
ル
ノ
ー
の
母
以
外
に
も
数
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
個
人
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
え
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
184
は
過
剰
な
ま
で
に
個
人
情
報
が
横
溢
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
母
」
の
生
き
た
時
代
に
は
、
彼
ら
の
姿
は
殆
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
作
者
が
あ
え
て
「
母
」
の
名
や
そ
の
生
年
月
日
を
明
示
し
な
い
の
は
、
こ
の
個
人
に
関
す
る
記
録
が
、
同
世
代
の
、
数
多
く
の
、
無
名
の
人
々
の
生
涯
を
も
象
徴
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
地
方
の
農
村
に
生
ま
れ
、
工
業
化
の
波
の
中
で
工
場
労
働
者
と
な
り
、
二
度
の
戦
争
を
生
き
抜
き
、
家
族
を
も
う
け
、
そ
し
て
や
が
て
は
痴
呆
症
を
患
い
、
養
老
院
で
亡
く
な
っ
て
ゆ
く
、
声
な
き
多
く
の
人
々
を
。
こ
の
意
味
で
、「
母
」
の
姿
は
特
殊
な
一
例
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
多
く
の
庶
民
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
を
描
き
出
す
こ
と
は
社
会
学
的
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
に
な
る
。
「
こ
の
本
は
伝
記
で
は
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
小
説
で
も
な
い
。
お
そ
ら
く
文
学
と
社
会
学
、
歴
史
の
間
に
位
置
す
る
何
か
だ
。
被
支
配
階
層
に
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
た
母
自
身
が
、
歴
史
と
な
る
必
要
が
あ
っ
た
（
３６
）
」
と
い
う
言
葉
を
解
釈
す
る
な
ら
、『
あ
る
女
』
は
、
大
文
字
の
「
歴
史
」（H
istoire
）
に
は
記
さ
れ
な
い
、
無
名
の
者
た
ち
の
小
さ
な
「
物
語
」（histoire
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
結
び
本
作
『
あ
る
女
』
は
キ
リ
ス
ト
教
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
対
象
は
、
信
仰
に
支
え
ら
れ
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
き
、
信
仰
に
よ
っ
て
教
養
を
得
よ
う
と
欲
し
、
娘
の
教
育
に
腐
心
し
た
「
あ
る
女
」
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
生
き
る
力
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
進
行
と
と
も
に
信
仰
心
を
失
う
こ
と
で
弱
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
あ
る
女
」
の
姿
が
こ
う
し
て
本
に
な
っ
た
（「histoire
歴
史

物
語
に
な
り
え
た
」）
の
は
、
信
仰
に
よ
る
教
育
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
作
品
は
二
〇
世
紀
中
葉
に
お
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
、
一
般
庶
民
に
お
け
る
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
如
実
に
示
す
作
品
で
あ
る
『ある女』におけるキリスト教の影響
185
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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（
２
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私
は
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を
主
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と
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を
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は
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。
し
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し
物
語
の
途
中
で
嫌
気
が
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し
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っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
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説
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す
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の
は
無
理
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と
わ
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。
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
に
明
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人
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の
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あ
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述
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あ
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六
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作
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架
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あ
る
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ョ
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ョ
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９
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ル
ボ
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兼
食
料
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店
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買
っ
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時
、
母
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五
歳
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あ
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こ
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九
〇
六
年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
１０
）U
n
e
fem
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１２
）「
彼
ら
（
註

母
の
家
族
）
の
中
で
最
も
気
性
が
激
し
く
、
自
尊
心
も
一
番
強
か
っ
た
の
が
私
の
母
で
、
ま
た
同
時
に
社
会
の
中
で
の
自
分
の
地
位
の
低
さ
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
も
し
て
い
た
」Ibid.,p.32.
（
１３
）Ibid.,p.34.
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（
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）「
彼
女
の
体
つ
き
に
つ
い
て
は
、
私
は
何
も
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
私
も
彼
女
の
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
」Ibid.,p.46.
（
１９
）「
私
達
（
註

父
と
私
）
は
母
に
恋
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
」Ibid.,p.46.
（
２０
）Ibid.,p.49.
（
２１
）Ibid.,p.50.
（
２２
）Ibid.,p.51.
（
２３
）Ibid.,p.56.
（
２４
）Ibid.,p.57.
（
２５
）「
私
の
モ
デ
ル
は
も
う
母
で
は
な
く
な
っ
た
。
私
は
服
飾
誌
『
レ
コ
ー
・
ド
・
ラ
・
モ
ー
ド
』
の
な
か
で
出
会
う
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
は
寄
宿
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
母
親
た
ち
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
母
親
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。（
…
…
）
私
は
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
母
に
似
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
け
に
一
層
彼
女
の
乱
暴
な
話
し
方
や
振
舞
い
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
私
が
母
に
不
満
を
抱
い
た
の
は
、
自
分
の
居
場
所
を
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
社
会
環
境
に
移
し
つ
つ
あ
っ
た
私
が
、
自
分
か
ら
払
拭
し
よ
う
と
し
て
き
た
ま
さ
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
彼
女
が
体
現
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
上
、
私
は
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
、
教
養
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
だ
と
痛
感
し
た
。
母
は
辞
書
を
引
か
な
け
れ
ば
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
が
誰
な
の
か
言
え
な
か
っ
た
し
、
大
作
家
た
ち
の
こ
と
も
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
」Ibid.,p.63.
『ある女』におけるキリスト教の影響
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２６
）Ibid.,
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「
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の
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い
て
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小
室
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６
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（
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（
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）Ibid.,p.95.
（
３０
）「
数
週
間
で
、
彼
女
か
ら
し
っ
か
り
し
て
い
よ
う
と
い
う
気
が
失
せ
た
」Ibid.,p.97.
（
３１
）「
彼
女
は
少
し
ず
つ
身
の
回
り
の
物
を
な
く
し
て
い
っ
た
、
お
気
に
入
り
だ
っ
た
カ
ー
デ
ー
ガ
ン
や
、
予
備
の
眼
鏡
や
洗
面
道
具
入
れ
な
ど
」Ibid.,p.98.
（
３２
）「
ま
す
ま
す
周
り
の
人
々
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
聞
こ
え
た
言
葉
は
意
味
を
失
っ
て
い
た
が
、
彼
女
は
適
当
に
答
え
た
」Ibid.,
p.98.
（
３３
）Ibid.,p.100.
（
３４
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
ジ
ュ
ン
ヌ
に
よ
れ
ば
、
自
伝
作
家
と
は
読
者
に
と
っ
て
既
知
の
存
在
、
有
名
人
で
あ
り
、
そ
の
自
伝
と
履
歴
に
客
観
的
な
同
一
性
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。cf.P
hilippe
L
E
JE
U
N
E
,L
e
pacte
autobiographique,
Seuil,
1975,
pp.23-26.
伝
記
も
同
様
に
歴
史
上
の
存
在
に
つ
い
て
の
作
品
で
あ
る
。
（
３５
）Ibid.,p.22.
（
３６
）Ibid.,p.106.
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